
 
研究課題  
「乳癌における Metadherin（MTDH）遺伝子増幅、発現と生物学

的特性、予後との関連に関する研究」  
 
【はじめに】 
乳癌は非常に多様性

に富んだ疾患であり、癌

細胞の増殖や転移の仕

方、薬剤の効果も大きく

異なります。その仕組み

を解明することは乳癌

治療成績向上の上で不

可 欠 の も の で す 。

Metadherin(MTDH)は
近年発見された新しい

分子ですが、遺伝子の増

幅などにより過剰発現

すると、抗癌剤耐性が強

くなったり、肺などに転

移しやすくなることが

明らかにされました。そ

のため MTDH の働きを抑制することが新たな治療標的として注目されていま

す。	
 

今回、私たちは乳癌においてこのMTDHの遺伝子や蛋白の状況を調べ、乳癌
の性質や予後と関連があるかどうかについて統計学的に解析し、MTDHの乳癌
における意義や新たな治療標的としての可能性を探ります。 

 
【対象】 
九州大学病院消化器・総合外科（乳腺外科(2)）において 2000 年 1 月 1 日か
ら 2007 年 12 月 31 日までに乳癌の診断で手術を受けられた方の切除標本のう
ち、約２００名を対象に致します。 
対象者となることを希望されない方は、下記連絡先までご連絡下さい。 
 
【研究内容】 
	
 当科で切除された切除標本を使って、MTDHの DNA量やmRNA発現量、
蛋白発現量を定量的 PCRや免疫組織化学染色で調べます。この結果と患者さん
の乳癌の進行度や、ホルモン受容体の発現、HER2 遺伝子の状況、乳癌のタイ
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(Hu, et al, Cancer Cell, 2009から引用、変更) 
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プなどをを比較し、乳癌の性質や予後にMTDHがどう関わっているのか、考察
します。  
	
 この研究を行うことで患者さんに日常診療以外の余分な負担が生じることは

ありません。 
 
【個人情報の管理について】 
個人情報漏洩を防ぐため、九州大学大学院医学研究院消化器・総合外科学分

野においては、個人を特定できる情報を削除し、データの数字化、データファ

イルの暗号化などの厳格な対策を取り、第三者が個人情報を閲覧することがで

きないようにしております。	
 

また、本研究の実施過程及びその結果の公表（学会や論文等）の際には、患

者さんを特定できる情報は一切含まれません。	
  
 
【研究期間】 
研究を行う期間は承認日より平成２６年３月３１日までと考えています。 
 
【医学上の貢献】 
本研究により被験者となった患者さんが直接受けることができる利益はあり

ませんが、将来研究成果は乳癌の増殖や転移の解明及び新しい治療法の発見の

一助になり、多くの患者さんの治療と健康に貢献できる可能性が高いと考えま

す。 
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